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上 ＂ 伯
子

ベルトルト ・プレヒトの追した数多くの戯曲の中でも，本稿で取り扱う

『肝っ玉おっ母とその子供たち』は『三文オペラ』や『ガリレイの生涯』と

並んで最も人口に腑炎した作品と呼ぶことができよう。 1941年 4月19日のチ

ューリッヒ劇楊での初演に始まる『肝っ玉』上演史は，周知の如く幾多の輝

かしい成功によって彩られてきた。チューリッヒ剌掲は当時主にドイツから

の亡命者によって成り立っていたが，名女優テレーゼ・ギーゼをタイトルロ

ールに迎えての『肝っ玉』上演が巻き起こした反菩の大きさは伝説的なもの

として今日まで語り継がれている。

さらに戦後ドイツ演劇史を考える上において歴史的と称しても決して過舌

ではない意義を有するのが， ドイツ婦国後プレヒト n身が（エーリッヒ ・エ

ンゲルと共同で）演出を手がけヘレーネ・ヴァイゲルが肝っ玉を梱じた束ベ

ルリン， ドイツ座での上演であった。 1949年 1月11日に幕をあけたこの『肝

っ玉』上演はプレヒトにとってもヴァイゲルにとっても，そしておそらく何

より現代ドイツ演劇にとって， 「科学時代の演劇」の豊かな結実を実感させ

た勝利の第一歩であり，この成果こそがベルリーナー ・アンサンプル成立の

基盤となったことはここに改めて断わるまでもないだろう。 1954年 7月，ペ

ルリーナー・アソサンプルがパリの国際フェスティバルに客演し， 1等を獲

得したことにより，プレヒト演劇とその上演集団には確固とした国際的名声

が与えられるにいたった。

ー

全12場からなる『肝っ玉おっ母とその子供たち』は副題に『30年戦争の一

年代記』とあることから明らかなように， 1618年から1648年にかけてドイツ

を舞台に戦われドイツ全土を荒廃と困窮の淵に追い込んだ国際戦争，「最後

の宗教戦争」とも呼ばれる新教派と旧教派の戦争を背景として，酒保商アン

ナ・フィーアリソグ，通称肝っ玉おっ母と彼女の 3人の子供たちー一勇敢な
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長男のアイリフ，実直な次男のシュヴァイツェルカス，口の利けない娘のカ

トリン一がどのような運命を辿るかを描いた戯曲である。軍隊に入ったア

ィリフは，戦時には英雄的行為として賞讃された略奪を平和時にも行なった

ために処刑され，軍の会計係となったシュヴァイツェルカスも，軍の金庫の

ありかを敵軍から隠そうとして銃殺されてしまう。 最後 に残ったカトリン

は，新教徒の町ハレヘの奇襲を町の住民に知らせるため太鼓を叩いてやはり

銃殺される。最終場で 1人取り残された肝っ玉は， 「また商売 しに行かなき

ゃな」という科白とともに 1人で幌馬車を引き軍隊の後を追って歩み続け

る。

軍隊につき従って商売をする肝っ玉を追って劇の舞台は，ボーランド，メ

ーレン，イタリア，バイエルンと目まぐるしく変り，第 1場冒頭から第12場

幕切れまで劇中には1624年から1636年にいたる実に12年もの長い年月が経過

する。各場の長さも一様ではなく，第 3場のように上演時間の 3分の 1近く

を占める長い場がある一方，第10場のようにソング 1曲だけで成り立ってい

る場もある。観客が未知の出来事に不意打ちされるという，通常の演劇鑑賞

に伴なうサスペンスを意識的に排除するために，各場が始まる前にあらかじ

めその場での筋の展開を短かい文章で表現したタイトルが写し出される。

ブレヒトの他のほとんどすべての作品と同様にこの『肝っ玉』も彼の独創

ではなく，その素材を先行作品に仰いでいる。プレヒトに作品背景と主人公

の名前を提供したのは，グリンメルスハウゼンの『放浪女クラシェー代記』

(Lebensbeschreibung der Erzbetrtigerin und Landstorzerin Courasche) 

である。しかしながらグリンメルスハウゼンのクラシェとブレヒトの肝っ玉

の間には，両者が戦争を身すぎ世すぎのための機会を与えてくれる場と見な

し，支配階級が掲げる大義名分になど欺かれない現実主義者であるという点

を除いては，さほどの共通点は存在せずむしろ相違点の方が際立っていると

言ってよいだろう。まず第一にその出自からして，クラシェがさる貴族の落

し胤であるのに対し，肝っ玉は何の氏素姓も持たぬ一介の庶民の女であるに

過ぎない。さらに両者は同じ通称で戦場を転々としながら生きていくとはい

え，その名の由来はまったく異なり，それはつまりはそれぞれの人生の様相

の違いに他ならない。クラシェという渾名は，戦場で男装していた主人公が
2 

喧嘩の際相手によって， 「まだ男の手が入っていない Courageを掘まれた」

と語っている場面が示す通り性的な意味を帯びている。翻って肝っ玉にあっ

てはその名は，貧乏人として生きなければならない者が否応なく身につける

(388) 
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「肝っ玉おっ母とその子供たち」をめぐって 一 59-

特質ない しは生活態度を言い表わしている。

肝っ玉おっ母 貧乏人には肝っ玉が要るんだよ。なぜって，さもないと一

巻の終りだからさ。そもそも朝早くから起きるってこ とにしてからが，

そいつらの身にしてみれば肝っ玉がいるんだからね。畑を鋤きかえすに

したって同じことだし，ましてや戦争ともなりゃ，なおさらだよ。貧乏

人にとってみたら，子供をこの世に送り出すっちゅうのが，そもそも肝

っ玉のある証拠だ，先の見通しなんか持っちゃいないんだからな。貧乏

人はお互い顔を見あわせでもしようもんなら，たちまち首の絞めあい，
3 

殺しあいをしなくちゃなんねえ，これもやっぱり肝っ玉の要るこ った。

クラシェと肝っ玉という 2つの形象を分かつ最も大きな特性をわれわれは

しかし，前者が何人もの男性と係わりを持ちながら 1度も子供を妊ったこと

がないのを自投する，いわば自由な単身者であるのにひきかえ，後者は 3人

の子供の母親であるという点に求めることができよう。言いかえるなら，ク

ラシェは作中まず第一に兵隊相手の慰安姉として登場するのであり，作品全

体もそうした奔放な女の有為転変を物語るという基本構造の下に成り立って

いる4。一方， 3人の子供がそれぞれ国籍をも異にする別々の男を父としてい

る点に先行のバロック小説の女主人公の影親が読みとれるとはいえ，劇全体

を通じて肝っ玉の行動を規定しているのは従軍商人，洒保商という生業によ

って子供を投い育てていこうとする「母親」としての立場である。肝っ玉と

いう処世の態度ないしは登質を表わす語と母親なる語が結びついて彼女の通

称となっているのは，だから決して理由のないことではない。

グリ ンメルスハウゼンの悪洩小説と並んで肝っ玉像造形に与ったとされて

いるのは，フィ ンランドの国民詩人ヨハン ・）レー ドヴィッ ヒ・ ルーネベルク

の手になる女酒保商をうたった物語『ロッタ ・スヴェル ト』である。 1939年

の夏，亡命先のスウェ ーデンでその地の女優ナイ マ ・ウィフス トラント の朗

読によりこの物語詩に接したプ•レヒト がこれに直接着想を得て， 同年 9 月 27
日ー28日から10月29日ー11月3日にかけて約 5週間で薔き上げたのが叙事詩

的演剌中の傑作たる『肝っ玉おっ玉とその子供たち』だとするのが，『肝っ

玉』成立に関する従来の定説であった。

しかし，プレヒト の共同作業者マルガレーテ ・シュテフィ ンにより記され

た覚え粛きに専ら依拠しているこの成立時期の設定については，近年疑問が

(389) 
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投げかけられている。『作業日誌』にも書簡にも『肝っ玉』執筆に関する言

及がない以上，勿論すべては推測の域を出ないのだが，クラウスーデトレフ・

ミュラーやヤン・クノップフらはプレヒトが『肝っ玉』の構想を抱き執筆に

沼手し始めた時期を1938年のデンマーク，スヴェンポル滞在中，あるいはそ

れ以前にまで渕って設定している。それを裏づけるのは，プレヒト自身の幾

つかの発言である。 1952年に発表されたフリードリッヒ・ヴォルフとの『肝

っ玉』をめぐる有名な対談中で彼は， 「この劇は， 劇作家が大戦争を予見し
5 

た1938年に魯かれたもの」と明言している。さらにその間の事情をより詳し

＜窺わせるのが， 1953年『肝っ玉』コペンハーゲン上演に際してプレヒトが

寄せた 1文中の下記の女11き記述であろう。

「『肝っ玉おっ母とその子供たち』という劇を私は， 15年前デンマーク亡

命中に害きました。緑浪く静かなフューン島にはすでに大きな影が落ちて

いました。海峡の向こうから砲声が聞こえてきていたのです。遠く離れた

人の声に似ていなくもないラジオの雑音が， ドイツで大きな侵略戦争の準

備がもうすぐ整うと告げ知らせました。旅立ちのための荷作りをしなが
6 

ら，私は 1つさらに戯曲を書いたのです。」

『肝っ玉』がデンマーク滞在中戦争が間近いことを予見しつつ執筆された

のだとする時，それは同時に作品の執筆意図に対して新たな光を投げかける

結果となった。従来とかく等閑に付されがちではあったが，グリンメルスハ

ウゼンに30年戦争という時代設定と形象を借りながらも， 『肝っ玉』は1938

年時点の政治状況に対するまぎれもなくアクチュアルな意味を持つ発言なの

である。海峡を隔てたデンマークにあって，祖国から聞こえてくる侵略戦争

の足音に耳をすましていたであろう亡命者プレヒトは，彼の有するただ1つ

の武器，つまり戯曲を嚇くということによって当時彼が抱いていた危機感を

表明しスカンディナヴィア諸国の人々，わけてもデンマーク人に剌場という

塙で誓告を与え，自己の状況を考察する新たな視点を獲得してほしいと願っ

たのであった。『肝っ玉』が当時どのような切実な動機を根底に執筆された

ものであるかを知るためには，われわれは再びプレヒト自身の言葉に耳を傾

けなければならない。

「今日ではそれを想い起こすのは困難であるかも知れませんが，当時スカ

(390) 

.‘ 



「肝っ玉おっ母とその子供たち」をめぐって 一 61-

ンディナヴ 4ア諸国には国境の彼方の企てに少しばかり参加してもよいと

思っていた人々が存在したのです。彼らはそれについてほとんど語らない

でしよう。事が侵略に関係があるからというわけではなくて，むしろその

侵略がうまくいかなかったからです。ドイツですら，その当時の侵略を今

日になって否定している多くの盗賊たちがいるのです。他のたいていのヨ

ーロ ッパ諸国とは違って，スカンディナヴィアでは演劇が一定の役割を果

たしています。戯曲を書きながら私は，幾つかの大都市の舞台で劇作家の

警告を聞いてもらえるかも しれないと想像したのです。その警告とは，悪

魔と朝食を食べよう とする者は，長い匙を持たなければならないというこ

とです。私はその点においてナイ ーヴであったかもしれません。けれども

私はナイーヴであ ることを恥だとは思ってお りません。

そのような上演は実現しませんでした。作家は，政府が戦争をするほど

には速く書くことはできません。書くことには思考するという作業が要求

されるからです。舞台はあまりにも早く，大盗賊の手に落ちてしまいまし

た。

従って， 『肝っ玉おっ母とその子供たち』は遅すぎて間に合わなかった

のです。」

ブレヒトが当時抱き，また不幸にも現実のものとなってしまった危惧とは

何であったのかとい う疑問に直接答えてくれるのは，1939年に書かれた『ダ

ンゼン』や『鉄はいくらか』といったグロテスクな一幕劇であろう。寓意劇

の形をとってそこ に表現されているのは，「商売をさせてもらえるのでは な

いかとい う希望を持って，ヒットラーの侵略計画に対抗せず示談で済ませよ

うとする8」スカ ンディナヴィア諸国の態度であり，その結末である。同様の

ことをより直裁的にかつ辛辣に語っているのが， 『亡命者の対話』中の『デ

ンマーク あるいはユーモア』と題された一章である。

ツィフェル

あそこの人々がユーモアの持ち主だというのは天下周知のことだね。

〔中略〕

カレ

彼らのユーモアは第 1次世界大戦で特に発達したんだ。彼らは中立を守

り，いい商売をやってのけた。イギリス くんだりまで浮かんで行けるもの

なら， 何でも船と称して売りこんだんだ。〔…〕彼らの船員数の損失は，

(391) 
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すぺての交戦国中最森だった。

ツイフェ）レ

ああ， 彼らは戦争の陽気な）］の面を送びとったんだ。〔…〕第二次大戦が

勃発した時，彼らは最後のボクンにいたるまで武装解除して期待に胸をふ

くらませて，プラプラしていた。彼らは常に強調していた，自分たちは弱

すぎて，防衛なんかできっこない，自分たちは豚を完らなければならない

んだとね。〔…〕自分たちはドイツ人からはまったく安全だ， というのも

もしドイツ人がデンマークを占領すれば，ロシア人がきっと豚の餌を送っ

てこられなくなるし，そうなればたちまち豚肉が買えなくなるじゃない力

とね。 彼らは自分たちの安全をあまりにも確信していたので， ドイツ人が

不可侵条約の締結を提案してきた時すら懲かなかったほどだ。

〔中略〕

ツイフェ）レ ・

彼らはみんな確信していた。自分たちにはこれほどユーモアがあるのだか

ら，ファシズムは自分たちのもとではうまくやれっこないと。彼らは多か

れ少なかれ豚肉販売で在していたし， ドイツ人とはうまく折り合っていか

なければならなかった， ドイツ人だって豚肉が必要だからな。それでも彼

らは自分たち自身をネクにうまい冗談をこしらえあげていたっけ，豚肉を

元る際には静かに歩かなければならない，だってさもないと豚をだめにす

るから，というやつだ。残念ながらファ‘ンズムの方ではデンマークで冗談

半分に受けとられているなんてことにつまづいたりはせず，ある朝一群の， 
飛行機とともに空に現われ，すべてを占領してしまった。〔後略〕

プレヒトが『肝っ玉』のスカンディナヴィアでの上演に期待をかけていた

ことは，カトリン役がもともとは外国語を話せないヘレーネ ・ヴァイゲルの

ために考え出された，科白を必要としない役柄であったことからも容劫に推

察されうる。しかし上演は実現せず，プレヒトの警告は成品成立時点で最も

それを必要としていたはずの人々の耳には届かなかった。 1941年のチューリ

ッヒでの初演にあたってプレヒトは若干の苦々しさを込めて，「この主に亡

命者で成り立っている劇場が，今佼の作品を上演するのは，勇歴がある。ス

カンディナウ‘亀ィアの設IJ場にはそうするだけの勇気がなかったのだ」と：占き残

している。

(392) 
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II 

本稿冒頭で略述した上浪史を繰り返すまでもなく ，われわれの誰もが知る

ように『肝っ玉おっ母とその子供たち』はプレヒト演劇の輝かしい成功例で

ある。それだけに，1953年コペンハーゲン上演に際してプレヒトが自作の成

功を振り返る時のきわめてペシミスティックな語り口は，われわれの照きを

呼びさまさずにはおかない。

「良l」の成功，つまり劇が与えた感銘は疑いもなく大きいものでした。人々

は街頭でヴァイゲルを指差して言ったものです。肝っ玉だよと。しかし私

は ， ベルリンが—そして こ の劇を見た他のすべての都市が一~この劇を
11 

理解したとは当時思わなかったし，今もそうは思っておりません。」

プレ ヒト を絶望させた『肝っ玉』受容の特異性は，作品に捧げられた宜讃

がほとんど常にそこに込められた作者の窓図の誤解，ないしは少なくとも無

理解に裏打ちされていたという点に存在する。極言すれば， 『肝っ玉』受容

史はプレ ヒト にとっては『肝っ玉』誤解の歴史であり，成功は失敗をも内包

していた。

「古典的」とすら呼びうる『肝っ玉』誤解の歴史は，チューリ ッヒ初演の

時点から始まった。

「ヒットラー戦争の時に，あの偉大なテレーゼ・ギーゼをタイトルロール

としてチュ ーリ ッヒで行なわれた『肝っ玉おっ母とその子供たち』の初演

は，主にドイツからの移住者によって占められているチューリッ ヒ劇場の

反ファシズム的，平和主義的態度にもかかわらず，プルジョア新聞に『ニ

オベ悲劇』とか『母親の感動的生命力』を云々させる結果となってしまっ
12 

た。」

ペルンハルト ・ディーポルトは，他に何の選択もないまま幌馬車を引いてさ

すらい続けねばならない肝っ玉に深い同梢を寄せ，テレーゼ・ギーゼの創造

した形象に「暖かい血の通った」 永遠の母親像を重ね合わせ拍手喝采を惜し
13 

まなかった。エリーザベト ・ト ンメンは，肝っ玉の強い生命力が観客に与え

た感銘を強調した。

(393) 
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直の終茄で肝っ玉は，あらゆる助けをなくしても挫けずに一現代の何

百万もの母親達と同じように ！一ーーまた新たに苛酷な生活へ と入ってい

く。すっかり年をとってしまったこの女がたった 1人で幌馬車を引いてい
14 

かねばならないこの終景は，真に心打たれるものだ。」

『肝っ玉おっ母とその子供たち』に対する「誤解」とは一言で要約すれ

ば，最終的には批判し否定すべき形象として造り出されたはずの主人公肝

っ玉が，全き共感と同惰によってのみ迎えられたという一点に尽きよう。プ

レヒトを何よ りも当惑させたのは，観客が肝っ玉を単に戦争によって子供を

奪われた「母親」 としてのみ捉え，戯曲に書きこまれた彼女のもう 1つの属

性，つまり戦争を相手に商売をしている「洒保商」でもある という一面には

まったく無関心であったことである。成立事情に明らかなように，肝っ玉像

は基本的には一一沙況いくとも当初の構想にあっては一戦争を商売の好機と

考え， ヒットラ ーと商取り引きがある以上自国はその侵略から無傷であり続

けられると楽観祝して，ファシズムから儲けのみを享受しようとしたスカン

ディナヴィア諸国，わけてもデンマークの寓意であった。

肝っ玉も戦争によって生計をたてながら，自分の家族は戦争から守ろうと

する。息子たちが兵隊にとられることには抵抗し，娘が従軍慰安婦に憧れる

のに心を痛める。戦争を恐れる点においては彼女は世の母親と何ら変るとこ

ろはないが，商売人としては戦争の存続を願っている。しかし大きな戦争の

中で彼女とその家族だけが局外者にとどまれるわけはなく，子供たちはそれ

ぞれ戦争のため命を落としてしまう。肝っ玉は12年の歳月を経，子供たちす

べてを失なってもなお，子供たちを殺した戦争を商売の対象としている矛盾

に目を開かないまま，軍隊の後を追って商売を続けていく。

肝っ玉おっ母（車を引張って） おらもいっしょに連れてってくれよー！

（背後から歌が聞こえてくる）

運も不運も逍連れに

戦争はまだ続くらしい。

戦争は百年続こうとも

下々の奴らにゃ儲けはない。

〔 ・• •]

(394) 
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それでも奇跡はあるかも知れぬ，
15 

遠征はまだまだ終りにゃならぬ。
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しかしチ ューリ ッヒにおいて，観客はこのフ゜ロ ットから母親の悲劇をしか

読みとらなかった。肝っ玉を戦争という「災厄」に見舞われた哀れな母とし

てそれに感情移入する視点からは，プレヒトが『肝っ玉おっ 母とその子供た

ち』に仮託した，儲けを期待して戦争に加担することの愚かさと犯罪性への

署告は無視される他はない。ベルリン上演にあたっては同じ失敗が繰り返さ

れてはならなかった。作品の真の叙事化のために，4カ月にもわたる入念な

稽古が必要とされた。

「主役への感情移入を呼び起こす通常の演じ）jにおいては，（多くの証言

によると）観客はある特殊な楽しみを享受 してしまう一一つまり苛烈な戦

争という災厄が振りかかった，生命力の強い人間の不撓不屈ぶりに感嘆し

勝利感を味わうのである。肝っ玉の戦争への秘極的な参加は璽要なことと

は受けとられず，それは 1つの，せいぜいのところ唯一の生計の手段とさ

れる。 〔・・・〕肝っ玉は主と して母親として現われ， ニオベ同様自分の子供

たちを戦争という宿命から守ることができない。固売人とい う彼女の職業

と，彼女がそれを営むやり方はせいぜいのところ彼女に何か『理想化され

ていない現実感』を与えるだけで，観客が戦争を宿命的なものと受け とる

ことを，妨げはしない。戦争は勿論この演じ方においても純粋に否定的で

はあるが，ともかくもつまるところは彼女はたとえズタズタになったとし

ても戦争を生きのびるのだ。それに対してヴァイゲルは絶えざる感梢移入

を妨げるテクニックを使用して，商売人という職業を自然 なものではな... 
く，歴史的なもの，つまり歴史的過渡的なある時代に属するものとして取

り扱い，戦争を商売のための最高の時として表現した。 商売はここでも自

明の生計の手段ではあったが， しかしながら肝っ玉がその結果死を招き寄

せてしまう汚れた手段なのだo商売人であり，母であるということは矛盾

を生きることであり，その矛盾が彼女を見分けがつかないまでにゆがめて
16 

しまったものなのだ。」

しかしプレ ヒトの演出とヴァイゲ）レの演技技法にもかかわらずベルリンで

も人々はチューリッ ヒ同様に，最終場一『肝っ玉』解釈を決定づけるおそ

(395) 
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らく最も軍要な場一ーで 1人幌馬車を引く肝っ玉にまたしても涙した。

「肝っ玉おっ母は，自分に授けられ自分によって生み出される生命を粘り

強く必死に守りながらもそれがむざむざ死ぬのを見ていなければならな
17 

い，あのニオベや悲しみの聖母の系詔に述なる人間的な聖女である。」

「49年とその後の年月に『肝っ玉』を見た観客は，肝っ玉の犯罪，彼女の

手を貸す行為 (Mitmachen)， 戦争商売で儲けようという彼女の意図を見

てとらなかった。彼らは彼女の失敗，彼女の受難のみを見た。そして彼ら

は日分たちが手を貸したヒットラー戦争をも，そのように見ていた，あれ

は悪い戦争だった， そのために今自分たちは苦しんでいると。〔…〕戦争

は彼らに苦しみをもたらしたのみではなく，そこから学ぶ能力をも恋いと
18 

ってしまったらしい。」

『肝っ玉』が直面した誤解，否より正確に言うなら，作者の意図と受容の

問に柚たわる位相のずれに橋を渡し彼n身の目指す作品理解に到達するため

に，プレヒトは精力的に努力し続けた。 1949年のドイツ座上演の後にも，

1950年のミュ ンヘンでの上演， 1951年のベルリンでの再演と 3度自ら演出を

手がけ，また種々の機会に繰り返し繰り返し自作の創作意図を語・って倦むこ

とがなかった。そのかかわり方の密度と作品への言及の度合いの多さにおい

て，『肝っ玉』はプレヒト作品中『ガリレイの生涯』と双璧を成すと言って

よい。「この劇を上演したすべての劇場の演じ方が誤りであったのか， ある
19 

いは劇がその理論の意味において叙事詩的ー一弁証法的ではないのか」とい

う問いを発しているゲロルト ・コ ラーなどは，作者として作品に与えること

ができなかったか，あるいは部分的にしか与えられなかった質を演出家とし

て与えようとしたのだと，演出家プレヒトの『肝っ玉』に注いだ精力の中に

逆説的に剌作家プレヒトの挫折を読みとろうとすらしている。

勝利が敗北につながる『肝っ玉』受容の皮肉は，劇場だけではなく戯曲と

しての『肝っ玉』解釈にも反復された。そこでは削場での一次的反応とは異

なり，作者の意図そのものは明白なものとして了解済みではあった。しかし

完成した作品は，作者の意図の実現とは見なされなかった。マーティン ・エ

スリンやベノ ・フォン ・ヴィーゼらの60年代に入るまでの解釈に代表される

ように，多くの批評家は政治思想家プレヒトが設定した作品の基本構想を詩

(396) 
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人プレヒト が裏切ったとしたのである。つまり，肝っ玉は当初確かに批判す

べき形象として想定されたのだが，作者の意図に反して結果として出来上っ

たのは，多くの矛盾を卒みながらも万人が共感を感じずにはおれない，真に

悲劇の主人公たるに値する偉大な形象であるとする解釈であり，こうしたい

わば肝っ玉擁護とも言うべき方向性を有する解釈は今日でも完全に後を絶っ

たわけではない。この解釈にあっては当然母親としての肝っ玉が前面に押し

出され，彼女は心ならずも戦争に巻き込まれた被害者なのであって，洒保商

として戦争を相手に商売をする以外に家族を迷う道はなかった，あるいは他

の選択の可能性は少なくとも作中示唆されていない，ゆえに彼女が経験しな

ければならない運命は彼女の罪過ゆえではないと主張される。

「偏見のない観客なら誰でもこの作品からまずは，無名の人間的な被造物

に対する詩的嘆きをしか聞きとらないだろう，この人間は大きな戦争とい

う恐ろしい見通しのきかない大きなメカニズムに落ち込んだのであり，そ

のため彼女の人生にとって価値あるものをすべて失なわなければならな

ぃ。ここで観客が受け取るのは登場人物から距離を置いた認識などではな

く，プレヒトによってあれほど激しく反駁された，アリストテレスからレ

ッシングにいたるドラマトウルギィーが要求した真の悲劇的な『哀憐』
20 

(Mitleid)なのである。」

プレヒト作品にあってはその尖鋭な政治思想と挑発的な演劇理論のなかば

当然の帰結として，毀誉褒貶が常につきまといはした。しかしながら，作者

の意図と受け取り手の受容の様相とが主人公の否定と肯定をめぐってこれほ

ど鮮かな双曲線を描き，決して 1つの認識の共有へと到りつくことがなかっ

た『肝っ玉』のような例は，他に類を見ないと言えよう。肝っ玉の行動を悲

劇的 ・不可避的と考え批判を拒否する受容者と，破局から学ばない肝っ玉を

見つつ受け手が学ぶことを要求し続けた作者との交わることのない主張に耳

を傾ける時，われわれはいっそゲロルト ・コラーの下記の如き発言に同調す

べきなのであろうか。

「劇において彼は，肝っ玉が学ばないということを通じて観客が学ぶよう

挑発しようとした。この目標に到達できなかった原因は，その時その時の

演出にあるのではなく，劇それ自体にあるのだとほとんど否応なく結論づ

(397) 
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けざるをえない。」

問題は実は意図と受容のずれにではなく，意図と作品のずれにこそ存在する

のであろうか。もしそうであるなら前述のすべての誤解は誤解ではなく，作

品自体から引き出される唯一可能な「読み」である。

『肝っ玉』のテーマ設定と作品構造の麒甑の有無を問うにあたってきわめ

て示唆に富むのは， 今日『肝っ玉』「誤解」の一典型とされている「ニオベ

悲劇」なる語である。プレヒトはチューリッヒ初演にあたって自‘己の作品が

こう名付けられたことを，予想外でありかつ心外であるとした。だが今日ま

での研究では，チューリッヒ初演時にこの作品を「ニオベ悲劇」と呼んだ批

評は見い出されていない。注目すべきことに，肝っ玉を最初にニオベに擬し

たのは他ならぬプレヒト自身なのである。彼は『肝っ玉』のプロットを以下

のように書きとめている。

「 フィンランドのニオベ

肝っ玉おっ母には 3人の保設すべき子供がある：勇敢で利口な息子，実直

で愚かな息子そして口の利けないカリン。勇敢で利口者の息子は勇敢さと

利口さのゆえに死に，実直で愚かな息子は実直さと愚かさのせいで死に，
22 

口の利けないカリンは太鼓を叩いたがために亡くなってしまう。〔…〕」

それでは何故にブレヒトは，自身ニオベになぞらえてプロットを構想した

肝っ玉が劇の最終場でニオベとして観客の同情を獲得するのを拒んだのか。

神々の怒りに触れ14人の子供を失ない涙を流し続けて最後に石と化したゼウ

スの孫娘，テーバイの王妃と， 3人の子供を戦争の中で亡くしてしまう放浪

の商売女，両者の辿る運命を表面的な類似だけで考えれば，観客が肝っ玉の

中に現代のニオベを見たとしてもあながち不当とばかりは言えないとする見

方もありえよう。彼女をニオベと分かつ，肝っ玉批判のモメントはどのよう

に設定されているのであろうか。その疑問に対する答えをわれわれは，肝っ

玉像の内部にある矛盾と，肝っ玉の外部にあって彼女を相対化する存在との

2点において探っていかなければならない。

m
 肝っ玉がおそらくはガリレイやアツダクと並んで，ブレヒト作品中最も魅

(398) 
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『肝っ玉おっ母とその子供たち』の主要人物は酒保商である肝っ玉を始め

として，料理人や従軍牧師，慰安婦ら兵隊として直接戦争に参加はしていな

いのだが， 戦争に寄生して生活している人間たちだ。巧妙にカムフラージュ
24 

され無害さを装いながら「奴隷の言葉」を使って口にされる彼らの会話の中

で，宗教戦争とその英雄達は仮面を剥がれていくのである。

4
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力にあふれた人物の 1人であることは論を侯たないだろう。肝っ玉をかくも

魅力あるものにしているのは，一つには彼女の口を通して語られる戦争観，

英雄観の偶像破壊的小気味良さだ。

肝っ玉おっ母 〔…〕（真剣に）お偉方の話すのを聞いてると，何だか神信

心や善いこと，きれいなことばっかりのために戦争やってるみたいだが

ね。けどよく見てみると，なあにあの連中だってそこまで間抜けじゃあ

ないよ。けっこう儲けのため戦争やってるんだ。さもなきゃおらみたい
23 

な小者が手貸すわけもないもんな。

従軍牧師 感傷的になることはないよ，コ ック君，戦死するというのは神

の御恵みで不都合なことじゃない。これは宗教戦争であって並の戦争と

は迩う，特別な戦争だ，信仰のために行なわれているのだから神の御心

にもかなうというわけだ。

料理人 それはおっしゃる通りだよ。家を焼き払うと威して軍用金をゆす

りとったり，突き殺したり，略奪したり，それから忘れちゃいけない強

姦っちゅうやつもあるな，まあそういう点では戦争に迩いないが，他の
25 

すべての戦争とは違う，宗教戦争だからな，こりゃはっきりしてる。

肝っ玉おっ母 ああいう隊長とか皇帝とかいう人がつくづく 気の毒だよ。

多分あの人も考えたんだよ，・何か後に残る仕直がしたい，後の世でも人

の口の端にのぼるようなことがしたい，そいで銅像を建ててもらいた

ぃ，まあ例えば世界を征服するとかな，こ りゃ隊長さんにしてみたって

大した望みだよ，これより上はないやね。そいであくせく苦労して，ぁ

げくの果てにたった一杯のビールとちょっとしたお仲間以上の高い望み

なんか何にも持っちゃいない下々の奴らのせいでつまづいちまうんだカ

(399) 
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らな2:

従軍牧師 〔…〕あちこち歩きまわって「いつかは戦争も終る」と言う人

間は，いつだっておったよ。ただ私は，戦争は終らないと言うんだ。勿

論小休止はありうる。戦争だって一息入れなきゃならんし，それどころ

かいわば事故にあうってことだってあるかもしれん。これは仕方がな

ぃ。この地上に完全なものなど 1つもないからな。決して中断すること

のない完全な戦争というのはおそらく 存在せんだろう。何か予想できな

いことのために戦争が停滞することだってありうる。人間は何にでもか

んにでも考えが及ぶというわけにはいかんからな。ちょっとした見蕗し

のために不幸が起きることもある。しかしそうなってもまた，戦争を泥

の中から救い出してやることはできるのだ！ 戦争が窮地に陥った時に

は，皇帝や王様や法王が必ず助けにやってくる。だから全体として見れ

ばふ戦争は何ら深刻な事態を恐れる必要はない，前途は洋々たるもの

だ。

『肝っ玉おっ母とその子供たち』には従って小者の視点から記述された戦争

の年代記，歴史的にはまったく無名の者たちによって体験され，その目とロ

を通じて語られる30年戦争とその英雄という『暦物語』などと軌を一にする

側面があることも充分注目に値いしよう。

肝っ玉がかくも多くの観客と読者を魅了するにいたるもう 1つの特性とは

もはや改めて断わるまでもない，母親としての彼女のあり様である。ヘルム

ート・イェントライエクなどは作者の唱えた肝っ玉批判を強調するに念なあ

まり，彼女が母親としてではなくまず商売人として行動していると指摘し，

彼女の人間関係のあり様や世界を見る視点がひたすら商業主義をのみ基盤と
28 

していると主張するが，これも全き肝っ玉擁護と同様プレヒトが望む解釈で

はあるまい。彼は肝っ玉の即自的本能的母性愛や，料理人との心の交流に担

間見せる人間的な優しさを否定したことは一度としてなく ，戯曲においても

演出においてもそれを丹念に表現している。

母親としての肝っ玉にとって最も苛烈を極めた局面は，シュヴァイツェル

カス銃殺を阻むことができずしかも自分たちの身の安全のために息子の死体

を否認しなければならない第3場であろう。賄賂によって肝っ玉は息子の生

命を救おう とするが，そのためには彼女の唯一の財産である幌馬車を手放す

(400) 
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「肝っ玉おっ母とその子供たち」をめぐって 一 71-

他はない。 しかし相手の要求する200グ）レデンを支払うことは， 彼女と娘が

一銭も持たず文字通り路頭に迷わねばならないことを意味する。息子の命を

めぐっての値段交渉の後ついに肝っ玉は相手の要求通りの金額を支払う覚悟

を決めるが，時すでに遅くシュヴァ イツェルカスは殺されてしまう。肝っ玉

の躊躇を直ちに母性愛の欠如と結論づけ彼女を無条件の批判にゆだねるの

は，プレヒトの発想ではない。ここでは戦時下幌馬車と自分の「肝っ玉」以

外に頼るべきもののない母親の，極限下での苦悩が語られているのだ。

「肝っ玉は，彼女が正しくもあり間違ってもいるこ とを示さねばならな

ぃ。車と金がなくて彼女はどうしてやっていけようか。一一人間の命がか

かっている時に50グ）レデンにかかずらわらねばならないことは，いかに非
29 

人間的なこ とか。戦争は母親を窮地に追い込んだのだ。」

さらにプ レヒト は銃声が聞こえた時ヴァイゲル扮する肝っ玉があげる声なき
30 

叫びを，母胎から出た叫びと表現しているのである。

より直接的で灰雑物のない母性愛の発蕗が見られる箇所としては，第 9場

があげられねばならないだろう。そこでは戦争と悪疫がドイツを荒廃させ，

肝っ玉には物乞いするより他の道は閉ざされてしまっている。折しも料理人

がウトレヒト の小さな料理屋を造産として受け継ぎ，肝っ玉に共に料理屋を

やっていていこうと誘いを掛ける。しかしその店は小さく 2人の人間を捉っ

ていくのがやっとであり，客商売に不向きなカトリンを連れていくのは論外

だと料理人は打ち明ける。肝っ玉はカトリンのために，家と確実な生計の道

に通じる唯一のそして最後の可能性を断念するのである。

肝っ玉おっ母 （一皿のスープを手に）カトリ ン！ 待てっちゅうのに ！

カトリン ！ こんな荷物なんぞ持ってどこへ行く気だ？ （荷物を調べ

て）自分の物を全部荷作りしたんだな。お前話を聞いてたのか？ おら

あの男に言ったろうが，ウトレヒト行きなんぞとんでもねえって。あの

男の小汚ねえ料理屋でおらたち何をするっていうんだ。お前とおら，料

理屋なんぞにゃ向かないんだよ。〔…〕（彼女は行こう とするカトリンを

しっかり捕まえる）お前のためにあの男と別れたなんぞと思ったら大間

迩いだぞ。車のためだったんだ。おら，こんなに住み慣れた車からは離

れられないもんな，これっぽっちもお前のためなんかじゃねえぞ，車の

(401) 
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ためだ。おらたちは別の方向へ行こう，コックの荷物は外に出しておこ
31 

ぅ，すぐに見つかるようにな，馬鹿な男だよ。

肝っ玉はカトリンのために下した決断がカトリンの重荷になることがないよ

う必死に語りかけながら，小さい子供に対するようにスープを一匙ー匙カト

リンの口に運んでやる。この場での彼女は，母親以外の何者でもない。

つけ加えるならプレヒトは，カトリンを連れて行くことを拒ん、だ料理人を

も裁かない。料理屋は小さく， しかも口が利けず顔に傷を負ったカトリンを

許容する余地はないとする料理人の申し出は筋の通ったものであり，肝っ玉

もそれを了解している。「馬鹿な男だよ」という科白をプレヒトは， この上

なく暖かい調子で言わせている。非人間的であるか自己犠牲かの二者択ーを

しか許さない状況の非情さが，ここでは重みを勝ちとっているのだ。

z
 

.... 

亡命期のプレヒト作品に登場するすべての人物に共通することではある

が，肝っ玉もまた重層的な人物像である。肝っ玉を批判させ最終的に否定さ

せていくモメントが，前章で述べた肯定的要素の内にすでに内包されている

ことが，肝っ玉像解釈に複雑さを与えている。

肝っ玉は，侵れた洞察力の持ち主として設定されている。彼女は宗教戦争

の幻影に欺かれる無知な庶民ではなし。、戦争が支配階級によって個けのため

に遂行されているのだということを見抜いている。 そこでは平和時と同様商

売がなされているのであり，ただ商品がチー
ズではなく弾丸であるという違

いしか存在しない。

「肝っ玉は一ー演劇的表現を助けるために言っ
ておくが一ー友人やお客達

そして他の人々と同様戦争の純粋に商業的本質を認識している。それこ

そがまさに彼女を魅きつけるのである。彼女は最後まで戦争を信じてい

る。戦争から儲けを切り取るためには大きなハ
サミを持たねばならないと

32 

いうことは，彼女には一度も思い浮かばない。」

肝っ玉の蹟きはその認識力を，支配階層と自分
との懸隔の考察には振り向け

なかったことである。彼女はお偉方が大規校にやっ
ている商売を，小者なり

(402) 
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「肝っ玉おっ母とその子供たち」をめぐって 一73-

に小規模に営もうとしたのだ。

彼女がお偉方を模倣し戦争という商売に自発的に参加した経緯を，ブレヒ

トは開幕早々肝っ玉が舞台に姿を現わした時点ですでにわれわれに提示して

みせる。第 1場肝っ玉は，これ以後劇全体を通じて舞台上常に観客の視界の

内に存在し続けることになる幌馬車を 2人の息子に引かせ，自分は娘と並ん

でその上に座り意気揚々と登場する。折しも行きあった曹長と徴兵係に身分

を問われて「西売人」だと答えた彼女は，どのような許可証よりも確かな自

己の存在証明， 「肝っ玉」 という渾名のよって来たるところを次のように説

明する。

肝っ玉おっ母 おらが肝っ玉っていうのは，すっからかんになっちまうの

がこわかったからだよ，曹長さん，そいで大砲の弾ん中くぐり抜けてパ ンを

50,車に詰め込んで リガからやって来たっちゅうわけさ。パンはもう微が生
33 

ぇちまってギリギリって時だった，他にどうしようもなかったからね。

肝っ玉が誰からも強制されず，自己の選択のみに基づいて戦争に近づいてい

ったという設定は記憶に留められてしかるべきである。

肝っ玉は戦争の被害者でありながら同時に，生活の手段として戦争を待望

しその継続を願う ことで戦争を能動的に支えてもいる。

肝っ玉おっ母 お前らが何と言ったって，おら戦争に嫌気なんざささねえ

ぞ。戦争は弱い者を根こそぎ殺しちまうっていうが，なに，そんな奴ら

は平和な時だってくたばるんだ。だけど戦争は味方の暮し楽にしてくれ
34 

るんだ。

肝っ玉を始め料理人も従軍牧師も慰安婦も戦争の本質にはいささかの幻想も

抱かないが， しかし小者には破滅しかもたらさない戦争に背を向けるのでは

なく，それに積極的に順応しそこから利益を引き出すことによって生きのび

ようとする。ヴァルタ ー・ヒ ンクがまさしく指摘しているように，ここでは

すでに起こった戦争の非人間性が描写されているだけにとどまらず，戦争が
35 

芽を吹き育っていく土壊が的確に示されてもいるのである。肝っ玉の戦争肯

定とそれへの参加は，意識してなされるだけにその犯罪性も一屈大きい。

肝っ玉は矛盾を生きる人物である。戦争に対する彼女の態度にも矛盾が見

(403) 
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い出されたが，母親としての彼女はより一層矛盾撞若に満ちていると言えよ

う。

肝っ玉が洒保商となったのは，子供を捉い育てるためであった。従ってそ

の選択が母親としての立場から成されたものであることは，異論の余地がな

ぃ。しかしこの選択によって彼女は，本来両立しえない 2つの属性を両立さ

せようという絶望的な試みに身をゆだねる結果となったのである。

r
 

肝っ玉の弁証法

肝っ玉は母親であるがゆえに商売人であり，商売人であるがゆえに母親
36 

にはなれない。」

勿論彼女は戦争の危険性をよく承知している。しかし自分の子供たちのみは

戦争から守り抜けるという幻影を最後まで捨て去ることができなかった。

第 1場で徴兵係と曹長はアイリフを軍隊に勧誘しようとするが，「うちの

子供らは戦仕事なんかにゃ向かないよ」と肝っ玉は言い張り，満更兵隊にな

る気がなくもない長男を必死に押しとどめる。

曹長 〔…〕さっきお前さんは，戦争で暮しをたててると白状しただろう

が，他に何で食べていけるっちゅうわけだよな，ぁ？ けど兵隊なしで

どうやって戦争がやれるんだ？

肝っ玉おっ母 そら何もうちの子供らでなくってもかまわないからな。

曹長 そうするとお前は，戦争には梨の芯だけ食わせて，おいしいところ

は吐き出してもらおう，自分の子は戦争で太らしてもらうが，その利息
37 

を払う気はねえっちゅう魂胆か？

彼女は子供を育てるために，子供を殺す戦争に加担する。しかし戦争から儲

けのみを引き出すことが不可能である以上，酒保商であることは刻一刻母親

であることを否定していくのだ。第 1場の終り曹長が口にする科白は無気味

な予言として，これ以後実現されていくこととなる。

曹長 （後ろを振り返りながら）

戦争で生きていくつもりなら
38 

戦争にも何かくれてやれ

(404) 



「肝っ玉おっ母とその子供たち」をめぐって 一 75-

肝っ玉の矛盾を明らかにするためにプレヒト は，彼女がまさに商売人とし

てふるまう時に 3人の子供を失なっていく という状況設定をつくりだしてい

る。アイリフは彼女が商売に気をそらされている間に軍隊にとられる。シ ュ

ヴァイツェルカスは，彼女があまりにも長く値段を交渉した結果殺されてし

まう。カトリンは母の命令で町へ品物を取りに行った婦途襲われ顔に傷をお

わされ，彼女の最大の望み-夫を持ち子供を生むという一ーを実現する可

能性を絶たれてしまい，そして第11場，肝っ玉が有利な取り引きをあてこんで

町に仕入れに行って留守の問に銃殺される。肝っ玉における母親としての屈

性と商売人としての屈性との分裂が最も明瞭にわれわれに意識されるのは，

第 3場においてであろう。前述の如く息子を救おうと決意し，またその死を

嗅き悲しむという反応だけに着目するなら，この場で彼女は終始一貫母であ

り続けている。しかし当初幌馬車を売るのではなくそれを担保に借金をしよ

うとし，かつ粘り強く金額を交渉し続ける彼女のゲスト ゥス（社会的身振

り）は，商取り引きに習熟した商売人のそれなのであり，その結果母親とし

ての肝っ玉は息子を亡くしてしまうが，窃売人としての彼女は幌馬車を手放

さずにすむのである。そして彼女の内にあるこの二面の相剋 ・葛藤を単純化

せず弁証法的な緊張閑係の形をとって観客に伝えるためにこそ，第 3場は上

梱時間の 3分の 1もの長時間を要求するのである。

さらに肝っ玉の即臼的 • 本能的母性愛そのものにもプレヒトの鋭い批判は

向けられていることを，見過してはならない。彼女は戦争の存続を願ってい

るが，戦争を支える兵隊は他人の子供であってほしい，日分の子であっては

ならないと考えている。他者の様牲の上に遂行されていく戦争から儲けのみ

を受けとろうとするのが，母親としてのそして商必人としての肝っ玉の基本

姿勢である。肝っ玉の母性愛を特徴づけているエゴイズムを端的に象徴して

いるのが，最終場すでに死んでいるカトリンに対して歌いかけられる子守り

唄である。

肝っ玉おっ母 多分この子は眠ってるんだよ。（歌う）

アイア ポパイア

然ん中でカサゴソしてるの，なあんだ？

憐りの餓鬼はワ ーワー泣くが

おらのいい fはニ コニコ してる。

憐りの餓鬼はポロ若てるが，

(405) 
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お前にゃ絹を着せてやろ。

天使の服

縫いなおそ

隣りの餓鬼にゃパン屑もねえが

お前にゃお菓子をあげようね

パサパサしてたら

おっ母に一言言えばいいんだよ

アイア ポパイア

藁ん中でガサゴソしてるの，なあんだ？

ひとりゃボーランドで死んでるけど
39 

あとのひとりゃ，どこ行ったやら。

「この子守り唄は，どのような感傷も交えず，また感傷を呼びさましたい

という願いも交えず歌われねばならない。さもないと，歌の持つ意味が明

らかにならない。この歌の根底にある考えは，凶悪なものだ。この母のこ

の子供は他の母の子供たちよりいい目をみさせてやろうとする考えなので

ある。『お前』という言葉を軽く強調することによってヴァイゲルは， 自

分の子供をそしておそらくは自分の子供だけを戦争をくぐり抜けて生きの

びさせようとする，肝っ玉の背徳的な希望を示した。通常のことが拒まれ
40 

続けた子供に，異常なことが約束されたのだ。」

プレヒトは，多くの国，多くの個人が行なっている戦争加担を 1人の母親

兼商売人に象徴させたこの戯曲において，彼女を商売に狩り立てたそもそも

の動機，母性愛の存在そのものを否定しようとしたのではなかった。彼が問

題としているのは，社会的認識を欠いた母性愛の持つ犯罪性なのである。そ

して肝っ玉の母性とその本能性母性愛が行なわせた選択が問い直される時，

劇中にあって肝っ玉とは異なった選択をした人物，常に肝っ玉の傍らにあっ

て肝っ玉批判として機能している人物， 『肝っ玉おっ母とその子供たち』に

おけるいま 1人の母親， 「母親になることを拒まれている母親」 とも称すべ

き登場人物に言及されねばならない。

(406) 



「肝っ玉おっ母とその子供たち」をめぐって 一77-

V 

従来の肝っ玉解釈ではしばしば肝っ玉像のみが考察の対象とされ，他の人

物は副次的にしか取り扱われなかった。だが『肝っ玉おっ母とその子供た

ち』という表題が明白に物語るように，この戯曲は肝っ玉をめぐる話である

と同時にまたその子供たちとその死についての話でもある。

3人の子供たちに死をもたらすのは，一つには彼らの母親の商完人という

属性，いま一つは彼ら自身の徳である，とするのが定説であろう。彼らの徳

とその結果の死との関連を暗示しているのが，第 9場で物乞いのために料理

人によって歌われる有名な「ソロモンソング」だ。そこではソロモンの賢

さ，シーザーの勇敢さ，ソクラテスの正直さ，聖者マルティンの無私の慈悲

心がそれぞれに死で報われたこと， 「この世では徳はすべて危険であり ， そ

の持ち主に死をしかもたらさないこと」が実地教示される。シーザーがアイ

リフ，ソクラテスがシュヴァイツェルカス，マルティンがカトリンにそれぞ

れ対応すると一応考えられよう。

だが戯曲の内容に少しく立ち入って考える時，果たしてアイリフやシュヴ

ァイツェルカスに徳の持ち主という定義が適用されうるかどうか，はなはだ

疑問視せざるをえない。なるほどアイリフは隊長からその勇敢さを質語され

はする。しかし彼の勇敢な行為とは，牒民を殺し牛を奪う略奪行為である。

一方シュヴァイツェルカスの実直さは金庫の所在を黙秘する際に発揮される

が，それは誰に益するわけでもなく，徳という肯定的概念を当てはめるには

あまりにも消極的なものである。徳が何らかの社会的有効性を前提とするも

のなら，言葉の本来の意味の徳を有し「ソロモンソング」に歌われている

「社会の欠陥のために徳の持ち主がまさにその徳ゆえに死なねばならない」

という図式を体現しているのは， 1人カトリンのみである。

料理人 〔前略〕

皆さん御存知，聖者のマルティン

他人の不幸を見ていられない。

雪の中で我しい男に出会い

マントを半分貸してやり

それで 2人とも凍え死んだ。

現世の報いなぞ考えない ！

(407) 
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見よ，夜にもならぬうちに

全世界がその結果を知った

これもすべては無私のおかげ
41 

羨ましいよ，そんなのに縁のない奴は ！

主人公のみを絶対化しそれに感情移入し作品世界を肝っ玉の視点からだけ

捉えれば， 3人の子供の存在及びその死は単に肝っ玉に襲いかかる同種のた

だし 3度繰り返される不幸に過ぎずそこに差異を認める必要はないとも考え

られよう。だが子供たちの存在が劇中その意義を主張するものとするなら，

カトリンには別して考慮が払われねばならない。

カトリンは『肝っ玉』の作品世界にあって，孤立した例外的な存在であ

る。彼女を他の登場人物すべてと裁然と分かつのは，彼女と戦争との関係で

ある。『肝っ玉』の人物はカトリン 1人を除いては，戦争から何らかの利益を

享受しその存続に手を貸している。アイリフもシュヴァイツェルカスも軍隊

内での立身を期待している点で，周囲の人物たちと何ら選ぶところはない。

しかし幼時兵隊に乱暴されて口が利けなくなり，また劇半ばで顔に傷を受け

た彼女は，一方的に戦争の被害者なのであり戦争を恐れ憎んでいる。

肝っ玉おっ母 コックさん，どうやってあの子が 1人で車ひいてやってい

けるんだよ？ あの子は戦争をこわがってるんだ。到底がまんできねえ

ょ。ひどい夢ばっかし見てるんだからね。夜あの子がうめくのが聞こえ

るんだよ。特に闘いのあった後がひどいんだ。あの子が夢で何見てるん

だか，おらにはわかんねえ，あの子は思いやりがあるから，それで苦し

んでるんだ。この前も，おらたちの車がひいちまった針鼠を隠してるの
42 

を見つけたよ。

カトリンはその存在それ自身が，他の登場人物が暗黙の内に肯定しかつ順応

しているこの世界の秩序に対する抗議なのである。

「カトリンが口が利けないということは，この抑圧され痛めつけられた被

造物の象徴なのだが，彼女はその沈黙によって世界の非人間性を声高に告
43 

発しているのだ。」

(408) 
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われわれはカトリンの中に，教育劇『例外と原則』以来プレヒト作品にし

ばしば登場する閑式を読みとることができよう。戦争を恐れ思いやりの心を

持つカ トリンは確かに例外的存在ではあるが，彼女はその例外性によって肝

っ玉を含む他の登場人物の行動を規定している原則—戦争肯定と利益追求

一の持つ異常性を剌の内部から照射しているのだ。カトリンにおいて特徴

的なのは，肝っ玉が「商売人」として行動している局面で彼女が厨親に「園

親」としての行動をとらせようとし，「l身は舟親とは対照的にふるまうこと

である。第 1場で母が商売に夢中になっている時，カトリンは母にアイリフ

がまさに軍隊にとられようとしていることを必死に告げ知らせようとする。

第 3場母親の値段交渉があまりに長ぴく際に，彼女は突然すすり泣きながら

車の中へ駆け込む。そして第 5場，彼女は嫌がる母親から商品の将校用ヽンャ

ツを暴力で威して恋いとり負傷者の包帝とし，燃えている家から子供を救い

出すのだ。

カトリンが体現しているのは，肝っ玉にあっては商完人との矛盾の中で変

形していかざるをえなかった母性愛の，純粋でかつ社会的拡がりを獲得した

形態なのである。現実に母とはな りえない状況に追い込まれているカトリン

にとって，自身の内なる 「母性愛」は他者に対して発現されていく他はない

のだとも言えよう。太鼓を叩いてハレの町に奇襲を知らせるのは，町にいる

小さな子供たちを救うためなのだと劇中動機づけられている。この楊でのカ
44 

トリンの行動を説明するプレヒト の言葉「石が語り始める」は，きわめて暗

示的である ように思われる。それが『［ちに，子供たちを亡くした悲しみで石

と化したあのニオベそのものを想起させるゆえにである。ハレの町のために
45 

太鼓を叩く時カトリンが， 「自己のアイデンティティーを発見した」 とする

ヤン ・クノップフの言は至当である。彼女は蚊後の瞬問，臼己を犠牲にして

子供の命を助けるこ とによ り彼女が常にそうなることを欲しながら状況によ

ってなることを拒まれてきた存在—母親となって死ぬのである。

カトリンの行為は，劇中唯一の戦争に反対してなされた行為でありその限

りにおいて非常に肯定的に描かれている。 しかしながらプレヒトは， 『セチ

ュアンの善人』等にもつながる「善行とそれゆえの破滅」というテーマ設定

を担ったカ トリンをも肝っ玉同様絶対化しているわけではない。戦争を悌む

カトリンは，戦争に寄生している舟親の庇殿なしには生きられない存在なの

であり，ここにも亡命期プレヒト を特徴づける弁証法的 ・重屈的人物設定が

誠みとれるのである。

(409) 
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プレヒトはその生涯に母親を主人公にした戯曲を 5篇沓き残しているが，

それらの戯曲に登場する母親像の中で代表的なものとして『母』のペラーゲ

ア・ウラーソワと肝っ玉をあげたとしてもおそらく異論は出ないであろう。

しかし両者は母親像としては，著しい対照をなす。両者ともその出発点にお

いては，自分の子の幸わせと安全のみを願う本能的母性愛に基づいて行動す

る点で何ら異なるところはない。しかし『母』においては，主人公の母性愛

が社会性を帯びていくにつれ母と子供の関係は客体化され，ついには一人息

子を亡くして後もなおウ ラーソワは革命を槌い育てる者として「母」であり

続ける。

一方『肝っ玉』によってプレヒトは，それまでの社会現実の告発者及びそ

の変革の担い手たる母親像の系譜とは若干様相を異にするいわば否定的母親

像とでも呼ぶべき主人公を創造したのだ。戦争肯定を母親としての立場と結

びつけようとする肝っ玉の自己認識は，おそらくその最初の段階から根本的

誤謬を含んでいる。即自的本能的母性愛を社会的母性へと転換しえなかった

肝っ玉は，そうすることによって母であり続けたウラーソワや，母として死

んだカトリンとは決定的に違い， 3人の子供を亡くした時点でもはや母親で

はなくなっている。

『肝っ玉』のフ゜ロットは従ってそれを構想したブレヒトの側から語るな

ら，子供を奪われた母の悲劇ではなく，母親であった者が自己の選択の誤り

によって母ではなくなっていく寓話なのである。最終場アイリフの死をまだ

知らぬ肝っ玉は，彼女自身の自己認識においては子供のために商売をしてい

く母親だ。しかしアイリフの死をすでに知らされている観客にとってこの場

の肝っ玉は，もはや母親ではなくなった年老いた酒保商である。母親である

ことがその立脚点であった主人公は，母親でなくなった時剌中世界における

存在理由をもはや持たないのだ。プレヒトは，この最終場において母として

観客の同情を要求する資格を，肝っ玉から剥奪したのである。

近年『肝っ玉おっ母とその子供たち』は，プレヒトが望んだ方向で解釈さ

れるのが一般的となってきた。世界に戦争への危機が常に潜んでいるかぎ

り，幌馬車を引く肝っ玉と太鼓を叩くカトリンの姿が舞台の上から消えるこ・

とはないだろう。

―̀ 
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「この劇は遅すぎて間に合わなかったと同時に遅すぎはしなかったので

す。ある戦争に対する笞告がその戦争が起こってしまったために役立たな

くなっても，警告は次の戦争のために存在し続けるのです。というのも戦
46 

争は絶えずいつでも起こりうるからです。」
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